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豊かな⼼のひとづくり
⾃分のよさや可能性を⼤切に

し、 ⼈権意識を持ち、 多様な
価値観を認め、 他者の⽴場や

思いを尊重できる
豊かな⼼

確かな学びの形成
⾃ら学び続け、 他者と協働し
ながら、 学んだことを⾃⾝の⼈
⽣や社会で⽣かすことのできる

幅広い⼒を形成する
確かな学び

ゆめをはぐくむ
教育の推進

⾃分のよさや可能性を発揮
しながら、 ⽣涯にわたり、 し
なやかによりよく⽣きることにつ

ながる、 それぞれのゆめ

こどもが⾝につける⼒
こどもが⼼⾝を成⻑させ、

⾃ら学び、 考え、 判断し、
⾏動できる⼒を育みます。

基本的⽅向性めざす教育像教育理念 基本施策 ゴール

こどもの学びを⽀える
教職員 ・学校の姿

誰⼀⼈取り残さず、 こどもの
学びを⽀えます。

こども ・ 学校を⽀える
教育環境

こどもを中⼼にすべての⼈が
連携 ・ 協働し、 学びを⽀える

教育環境を充実させます。

◆ ⾃分のよさを知り、 ⼈を認め、 ⼈とつながるこども
◆ 堺を愛し、 誇りに思い、 多様な価値観や⽂化を尊重
　　できるこども
◆ ⾃ら学び続け、 他者と協働し、 ゆめの実現に向けて、
　　しなやかに⼒強く挑戦するこども

◆ 未来を切り拓く⼒を育む学校
◆ 多様性が認められ、 こどもが安⼼して⾃分を表現できる
　　学校
◆ 教職員がそれぞれの⼒を発揮し、 多様な連携ができる
　　「チーム⼒」 のある学校

めざすこども像

◆

それぞれの世界へはばたく “堺っ⼦”それぞれの世界へはばたく “堺っ⼦”それぞれの世界へはばたく “堺っ⼦”

めざす学校像 こどもの未来をつくる学校こどもの未来をつくる学校こどもの未来をつくる学校

めざす教職員像 情熱 ・指導⼒ ・⼈間⼒を
備えた教職員
情熱 ・指導⼒ ・⼈間⼒を
備えた教職員
情熱 ・指導⼒ ・⼈間⼒を
備えた教職員

プランの基本的視点

（１）ウェルビーイング※
こどもや教職員等のウェルビーイングの向上を
めざして、 多様な取組を進めます。

※⾝体的 ・ 精神的 ・ 社会的に良い状態に
あり、 将来にわたる持続的な幸福を含む
状態

（２）教育DX
授業や校務・教務に ICT を活⽤することで、
こどもの学びや多様なこどもへの対応の充実を
図ります。 また、 校務 ・ 教務の効率化を進
め、 教職員が働きやすい環境につなげます。

（３）堺が進める 「新たな学校のあり⽅」
同じ中学校区にある⼩学校と中学校を 「学校群」
というひとつのチームと考え、 強みや資源を共有し、
⾃主的 ・ ⾃律的な学校運営をめざします。 また、
学校の教育課題に対して連携して取り組む仕組
みを推進します。

安⼼感の
芽⽣え

多様な学び
の実現

強みや資源
の活⽤

よりよい授業
による学びの
充実

個々の
こどもに応じた
学習保障

働きやすく
「働きがい」
のある学校

⾃ら学びを進めることができるこども確かな学び

未来を明るく語り、 前向きに社会へ向けて
進むことができるこども豊かな⼼

⾃らの健康を育み守ることができるこども健やかな体

すべての教職員とこどもが安⼼して学び、
働き、 成⻑できる学校学校マネジメント⼒

こどもの学びの機会を保障し、 多様な学びの場
と学習⽅法が選択できる学校誰⼀⼈取り残さない教育

こどもが安全 ・ 安⼼に過ごすことができる学校こどもの安全 ・安⼼

適切かつ効果的に学習を⾏うことができる
教育環境持続可能な教育環境

こどもを取り巻く多様かつ複雑な課題に対応する
⽀援体制学校を⽀える⽀援体制

学校 ・ 家庭 ・ 地域が相互に理解し、
それぞれが多様な機関等と相互⽀援できる環境社会で⽀えるこどもの育ち
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⼼ 多教職員の
健康 ・安⼼

こどもの
健やかな成⻑

地域 ・社会
への広まり

◆ ゆめと情熱を持ち、 こどもとともに成⻑し続ける教職員
◆ ⾃ら学び続け、 確かな指導⼒を持つ教職員
◆ こどもの安全 ・ 安⼼を守ることができる⼈間⼒のある
　　教職員
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こどもが⾝につける⼒こどもが⾝につける⼒こどもが⾝につける⼒
こどもが⼼⾝を成⻑させ、 ⾃ら学び、 考え、 判断し、
⾏動できる⼒を育みます

基本施策１　確かな学び

⾃ら学び続け、 他者と協働しながら、
学んだことを⾃⾝の⼈⽣や社会で

⽣かすことのできる幅広い⼒を育む。

授業では、 課題の解決に向けて、 ⾃分で考え、 ⾃分から
取り組んでいたと思うと答えた児童⽣徒の状況スコア※１

⼩ 6︓68.6%
中 3︓65.4%

⼩ 6︓74.0%
中 3︓70.0%

学ぶことを楽しみ、 ⾃ら学ぶ⼒の育成
○ 個別最適な学びと協働的な学びの⼀体的な充実
○ 探究的な学びの充実
○ 就学前から⾼等学校までの連続的な育ちと学びの実現
○ グローバルに活躍できる⼒の育成
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成果
指標

⼩ 6︓70.0%
中 3︓63.5%

⼩ 6︓75.0%
中 3︓70.0%

授業で学んだことを、 次の学習や実⽣活に結び付けて考えたり、
⽣かしたりすることができると思うと答えた児童⽣徒の状況スコア※1

⼩ 5 国︓77.5%
⼩ 5 算︓68.7%
中 2 国︓59.4%
中 2 数︓79.1%

⼩ 5 国︓83.0%
⼩ 5 算︓74.0%
中 2 国︓70.0%
中 2 数︓84.0%

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

学習の基盤となる資質 ・能⼒の育成
○ 情報活⽤能⼒の育成　　　　○ ⾔語能⼒の育成

ゴール ⾃ら学びを進めることが
できるこども

基本施策１　確かな学び

「⾃分と違う意⾒について考えるのは楽しいと思う
（当てはまる ・ どちらかといえば当てはまる）」 と答えた児童⽣徒の割合

⼩ 6︓78.0%
中 3︓76.6%

⼩ 6︓85.0%
中 3︓83.0%

⼩ 6︓78.9%
中 3︓69.3%

⼩ 6︓81.0%
中 3︓72.0%
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性

成果
指標

「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
（当てはまる ・ どちらかといえば当てはまる）」 と答えた児童⽣徒の割合

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）状値（令和７年度）現状値（令和７年度） 標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

基本施策 2　豊かな⼼

⾃分のよさや可能性を⼤切にし、 ⼈権
意識を持ち、 多様な価値観を認め、 他者
の⽴場や思いを尊重できる豊かな⼼を育む。

他者との関わり、 社会性の育成
○ 体験活動 ・ 交流活動の充実
○ 伝統や⽂化芸術等に関する教育の充実

未来を明るく語り、
前向きに社会へ向けて
進むことができるこども

⾃分のよさや可能性を発揮し、
多様な価値観を尊重する⼼の育成
○ 豊かな情操や道徳⼼の醸成
○ 豊かな⼈権感覚の醸成

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

成果
指標
成果
指標

基本施策１　確かな学び

⾷に関⼼を持ち、 ⾃ら健全な⾷⽣活を実践しようとしている
児童⽣徒の割合

⼩ 5︓87.7%
中 2︓85.9%

⼩ 5︓90.0%
中 2︓90.0%

成果
指標

⼩ 5︓87.8%
中 2︓81.5%

⼩ 5︓89.0%
中 2︓83.0%

（令和６年度）「運動やスポーツをすることは好き（当てはまる ・
どちらかといえば当てはまる）」 と答えた児童⽣徒の割合

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

基本施策３　健やかな体

⾃分の健康に関⼼を持ち、
⽬標に向かって継続的に

⾃⼰改善することができる⼒を育む。
⽬標に向けて継続して⾃⼰改善する⼒の育成
○ 体⼒向上に向けた取組

⾃らの健康を育み守る
ことができるこども

⾃分の健康への関⼼の形成と正しい
知識の獲得
○ 基本的な⽣活習慣の形成
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成果
指標
成果
指標 ⼩ 5︓59.3%

中 2︓71.6%
⼩ 5︓64.0%
中 2︓74.0%

（令和６年度）新体⼒テストの総合評価 A 〜 C 判定の児童⽣徒の割合※３

　　教育は、 SDGs の⽬標４ 「質の⾼い教育をみんなに」 として位置づけられ、 「教育がす
べての SDGs の基礎である」 とも⾔われています。 SDGs の視点を踏まえた教育を推進する
ことで、 多様な問題が絡み合い、 解決が困難な現代の課題の重要性について、 こどもが認
識し、 主体的 ・ 協働的に学び、 ⾏動するための能⼒ ・ 態度を育みます。

　　本プランを進めるにあたっては、 毎年教育委員会の権限に属する事務の管理及び執⾏の
状況の点検及び評価を⾏い、 R-PDCA サイクルに基づいた進⾏管理を⾏います。
　　基本施策の⽬的（ゴール）に対する各年度の達成度や進捗状況の点検を⾏い、 取組
の課題や有効性を検証します。 その結果を踏まえ、 必要な改善 ・ ⾒直しを⾏い、 基本施
策の⽬的（ゴール）に向けて取り組みます。 また、 児童⽣徒の現状を把握し、 適切に取
組を実施するための調査を実施します。

　本市では、 平成 23（2011）年に、 本市におけるはじめての教育振興基本計画 「未来
をつくる堺教育プラン」 を策定して以来、 平成 28（2016）年に策定の 「第 2 期未来をつ
くる堺教育プラン」、 令和 3（2021）年に策定の「第 3 期未来をつくる堺教育プラン（以下「第
3 期プラン」 という）」 へと継承、 発展させ、 「ひとづくり ・ まなび ・ ゆめ」 という教育理念のも
と、 「それぞれの世界へはばたく “堺っ⼦”」 を育成する教育の充実に取り組んできました。
　第３期プランの成果を継承、 発展させ、 すべてのこどもの多様性が認められ、 多様な選択
ができる環境のもと、 ⾃分の⼈⽣の舵を取り、 未来を切り拓くことができる⼒を育む教育の実
現をめざし、 「第４期未来をつくる堺教育プラン」 を策定しました。

　学校教育を軸として、 家庭や地域社会も
含めた教育に関わる取組を範囲とします。

策定の趣旨

　本プランは、 教育基本法第 17 条第 2 項の規定に基づく、 地⽅公共団体の定める教育
の振興のための施策に関する基本的な計画であり、 地⽅教育⾏政の組織及び運営に関する
法律第 1 条の 3 に基づく 「堺市教育⼤綱」、 「堺市基本計画 2030」 や 「堺市 SDGs
未来都市計画」等との整合を図りました。 学校教育を軸として、「学校教育」、「家庭教育」、
「社会教育」 の 3 つを⼤切に、 ⽣涯学習とも関連付けながら、 教育委員会以外の他の部
局や多様な主体とより⼀層連携 ・ 協働して、 施策を推進します。

位置づけ

令和 8（2026）年度から
令和 12（2030）年度まで

期　間

プランの範囲

SDGｓの視点

プランの推進体制

未
前
進

ゴール

⾃分の健

⾃ゴール

連携 ・ 協働連携 ・ 協働

連携 ・ 協働

学校教育

家庭教育社会教育

学校園

こども
家庭地域

学⼒が伸びた児童⽣徒の割合※２
※１　状況スコア…（当てはまる（%）×3＋どちらかといえば、 当てはまる（%）×2
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋どちらかといえば、 当てはまらない（%））/3 として算出
※２　IRT（項⽬反応理論）を活⽤した堺市学⼒ ・ 学習状況調査において学⼒レベルを伸ばした児童⽣徒

※3 総合評価は、 新体⼒テストの８項⽬の得点を合計し、 A 〜 E の５段階で判定したもの（A が最も得点が⾼い）

【 プランの範囲 】

実



こども ・ 学校を⽀える教育環境こども ・学校を⽀える教育環境こども ・ 学校を⽀える教育環境
こどもを中⼼にすべての⼈が連携 ・協働し、
学びを⽀える教育環境を充実させます22

こどもの学びを⽀える教職員 ・
学校の姿
こどもの学びを⽀える教職員 ・
学校の姿
こどもの学びを⽀える教職員 ・
学校の姿
誰⼀⼈取り残さず、 こどもの学びを⽀えます

基本施策４　学校マネジメント⼒

校園⻑がリーダーシップを発揮し、 信頼される
教職員の育成、 働きやすく 「働きがい」 のある

職場環境の整備を推進する。
また、 不祥事ゼロをめざす。

ゴール すべての教職員とこどもが
安⼼して学び、 働き、
成⻑できる学校基

本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基本施策７　持続可能な教育環境

⽇々の学習や学校⽣活を⽀える
教育環境、 将来を⾒据えた持続可能な

教育環境を充実させる。

ゴール 適切かつ効果的に
学習を⾏うことができる

教育環境基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性
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本
施
策
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性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

「コンピュータなどの ICT 機器の活⽤に関して、 学校内外において
⼗分に必要なサポートが受けられている（そう思う ・
どちらかといえばそう思う）」 と答えた学校の割合

⼩︓68.5%
中︓76.8%

⼩︓95.0%
中︓95.0%

（令和６年度）０% 100%学校体育館の空調（冷房）の整備率

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）
前年度までに、 近隣等の⼩中学校と、 教科の教育課程の接続や、
教科に関する共通の⽬標設定など、 教育課程に関する共通の取組を
⾏った学校の割合

⼩︓72.9%
中︓83.7%

⼩︓80.0%
中︓86.0%

学校マネジメントの推進
 学校経営の改善と整備

○ 働きやすく 「働きがい」 のある環境の整備

よりよい学校組織の構築
○ 教職員の資質 ・ 能⼒の向上
○ 信頼される教職員の育成

成果
指標 82.4% 90.0%「私たちの職場では、 お互いに理解し認め合っている

（そうだ ・ まあそうだ）」 と答えた教職員の割合

（令和６年度）76.4% 87.0%勤務時間外在校等時間が⽉平均 45 時間以下の教員の割合

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

基本施策４　学校マネジメント⼒

校園⻑がリーダーシップを発揮し、 信頼される
教職員の育成、 働きやすく 「働きがい」 のある

職場環境の整備を推進する。
また、 不祥事ゼロをめざす。

ゴール すべての教職員とこどもが
安⼼して学び、 働き、
成⻑できる学校基

本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

学校マネジメントの推進
○ 学校経営の改善と整備
○ 働きやすく 「働きがい」 のある環境
　　の整備

よりよい学校組織の構築
○ 教職員の資質 ・ 能⼒の向上
○ 信頼される教職員の育成

成果
指標
成果
指標

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

基本施策５　誰⼀⼈取り残さない教育

個々のこどもに応じた指導の充実に向けて、
教職員の専⾨性や指導⼒向上をめざす。

また、 教職員や学校が、 学校内 ・ 関係機関
と連携 ・ 協働し、 学校全体でこどもを⽀える。

こどもの学びの機会を
保障し、 多様な学びの場と
学習⽅法が選択できる学校基

本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

「これまでに受けた授業は、 ⾃分にあった教え⽅、 教材、 学習時間
などになっていた（当てはまる ・ どちらかといえば当てはまる）」 と答えた
児童⽣徒の割合

⼩６︓82.4%
中３︓76.4%

⼩６︓90.0%
中３︓85.0%

ともに認め合い、 ⽀え合う特別⽀援教育の充実
○ 学びの場の⾒直し
○ 就学前から卒業後までの切れめない⽀援
○ 教職員の専⾨性の向上

個々の環境や状況に応じた学習機会の確保
○ 学びへアクセスできないこどもの学習機会の確保
○ ⽇本語指導が必要なこどもの学習機会の確保
○ 多様な学習ニーズへの対応

成果
指標

成果
指標

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

基本施策 6　こどもの安全 ・安⼼

多様な主体と連携し、
⾝体的 ・ 精神的に安⼼できる

環境を確保する。

こどもが安全・安⼼に
過ごすことができる学校基

本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

「困りごとや不安がある時に、 先⽣や学校にいる⼤⼈にいつでも
相談できる（当てはまる ・ どちらかといえば当てはまる）」 と答えた
児童⽣徒の割合

⼩６︓74.8%
中３︓79.6%

⼩６︓80.0%
中３︓85.0%

安⼼して過ごせる環境の充実
○ 未然に防ぐ予防的な⽣徒指導
○ 即座に対応し、 継続的に⽀援する⽣徒指導
○ 校内の教育相談体制の充実

こどもの⾝体的な安全の確保
○ 学校における安全対策の徹底
○ 地域や関係機関等と連携したこどもの安全確保

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

33
⽇々の学習や学校⽣活を⽀える
教育環境の充実
○ 安全、 安⼼に過ごすことができる
　　教育環境の充実

将来を⾒据えた持続可能な教育環境の充実
○ 時代の潮流や社会的な課題に対応した
　　教育環境の充実

成果
指標

基本施策8　学校を⽀える⽀援体制

学校だけでは解決が困難な多様かつ
複雑な課題の解決に向けて、 校外の

多様な機関による⽀援の制度や仕組みの
充実により、 学校を⽀える。

こどもを取り巻く多様
かつ複雑な課題に
対応する⽀援体制基

本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

学校外で専⾨機関等の相談 ・ 指導等を受けている
不登校児童⽣徒の割合 23.8% 34.3%

現状値（令和６年度）現状値（令和６年度）現状値（令和６年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

多様な機関等による連携した⽀援
○ こども、 家庭、 学校を⽀える相談体制の充実
○ 市役所内の部局間で連携した⽀援

制度や仕組みの充実
○ 教育の機会均等に向けた経済的
　　負担の軽減

成果
指標

基本施策9　社会で⽀えるこどもの育ち

家庭や地域の教育⼒の向上を図り、 学校 ・
家庭 ・ 地域が多様な機関等と連携しながら、

地域社会全体で学びを⽀えることができる
環境を整備する。

学校 ・家庭 ・地域が
相互に理解し、 それぞれが
多様な機関等と相互⽀援

できる環境
基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

基
本
施
策
भ
⽅
向
性

「コミュニティ ・ スクールや地域学校協働活動等の取組によって、
学校と地域や保護者の相互理解が深まった

（そう思う ・ どちらかといえばそう思う）」 と答えた学校の割合
⼩︓83.7%
中︓90.7%

⼩︓90.0%
中︓94.0%

「読書は好き（当てはまる ・ どちらかといえば当てはまる）」 と
答えた児童⽣徒の割合

⼩ 6︓68.6%
中 3︓51.8%

⼩ 6︓76.0%
中 3︓66.0%

（令和６年度）4.6 点 4.8 点市⽴図書館における市⺠⼀⼈当たり年間貸出点数

現状値（令和７年度）現状値（令和７年度）現状値（令和７年度） ⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）⽬標値（令和12年度）

地域住⺠や多様な機関 ・団体等との連携
○ 市役所外の多様な主体との連携
○ 学校や教育活動に関する情報の公開と発信による
　　信頼の構築
○ 部活動の地域連携 ・ 地域展開

学びを⽀える環境の充実
○ 家庭教育⽀援の推進
○ こどもを含む市⺠への学習機会の提供と充実

成果
指標

こ
保障
学習

ゴール

こ
過

ゴール

こ
か
対

ゴール

学
相互
多様

ゴール

提供と充実

導



※表紙と３ページのイラストはこどもの作品です

プラン策定のコンセプト
本プラン策定にあたり、 こどもや本市教育に携わる⼈が教育を⾃分事として捉えること、 本

プランを誰が読んでも理解できるよう、 わかりやすく読みやすいものとすることの２つをコンセプト
として掲げました。

　教職員の合同ワーキンググループ

○ 教員と教育委員会事務局職員の合同で
　　ワーキンググループを結成。
○ ゴールや取組、 評価⽅法等について協議を
　　実施。

○ ⽣徒会リーダー講習会や⼩学校での出前
　　授業で、 こどもたちから意⾒の聞き取りを
　　実施。
○ 授業や ICT の利活⽤、 学校設備等に
　　ついてグループで議論を実施。

こどもの参画

２．全体構成について
　　 内容の精選や、 図表の活⽤により
　　 読みやすいボリュームに

３．こども版の作成
　　 こども向けにわかりやすくまとめたこども版を作成

１．基本的⽅向性及び基本施策
　　 内容を統合 ・ 整理

第４期未来をつくる堺教育プラン　【概要版】第４期未来をつくる堺教育プラン　【概要版】第４期未来をつくる堺教育プラン　【概要版】
発⾏年⽉　令和８（2026）年２⽉

わかりやすく読みやすいものとすることⅡⅡ

⾃分事として捉えることⅠⅠ 　本市教育に携わるすべての⼈が、 本市の教育を⾃分事と捉え、 主体的・
協働的に教育活動に取り組めるようになることをめざす。

多くの⼈々に関⼼を持ってもらい、 読んでもらえるよう、 「わかりやすさ」
と 「読みやすさ」 を意識する。

堺市教育委員会事務局　総務部　教育政策課
〒590-0078 堺市堺区南⽡町 3 番 1 号　　　TEL（072）228-7925　　　FAX（072）228-7890

ホームページ　https://www.city.sakai.lg.jp/　　　堺市配架資料番号　1-K1-25-0215
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なぜプランを作
つ く

ったの？ 

堺市
さ か い し

はは こどものみなさんが学校
が っ こ う

はなどで安心
あんしん

はし 楽
たの

はしく学
まな

はるることをめしし いま。だだから 学校
が っ こ う

はの先生
せんせい

やみなさんの家
いえ

の人
ひ と

 近
ちか

くに住
。

んでいる人
ひ と

たちなど 全員
ぜんいん

で力
ちから

を合
あ

わせ 教育
きょういく

を進
。。

め いま。だ 

これから もっとみなさんが しっかりと自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを持
も

ち 友
と も

だちと協力
きょうりょく

し  未来
み ら い

に向
む

かっ 幸
しあわ

せに生
い

きる力
ちから

を育
そ だ

 られる堺市
さ か い し

になるためにプランを作
つ く

りましただ 

 

みなさん一人
ひ と り

ひとりが 大切
たいせつ

ひな存在
そんしい

はで。だみなさん一人
ひ と り

ひとりがの意見
い け ん

ひ りも 大切
たいせつ

はで。だこのプランは

大人
お と な

はとこどものみなさんが一緒
い っ し ょ

はに教育
きょういく

はについ 考
かんが

はえ いくための計画
け い か く

はで。だだから このプランを読
よ

はんで 

「こうなりたいな」 「こんな風
ふ う

はに学
まな

はたたいな」など 学校
が っ こ う

はや社会
し ゃ か い

はをより良
よ

はく。るために自分
じ ぶ ん

はの考
かんが

はえや意見
い け ん

はを

持
も

っ ほしいと思
おも

いま。だそし  近
ちか

くの大人
お と な

に伝
つた

え もらいたいと思
おも

いま。だ大人
お と な

はその意見
い け ん

をよーく聴
き

い

も「何
な に

ひ みなさんにりっも良
よ

ひいこりなのか」を考
かんが

はえま。だこどものみなさんが自分
じ ぶ ん

ひた で自分
じ ぶ ん

ひた の未来
み ら い

ひを

切
き

が拓
ひ ら

いもいけるよう、大人
お と な

はみなさんを支
さ さ

え、一緒
い っ し ょ

に進
。。

んでいきますだ 
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「第
だい

4期
き

未
み

来
ら い

をつくる堺
さかい

教育
きょういく

プラン」で伝
つた

えたいこり 
  

   

とりづくが・まなび・ゆめ  
大人
お と な

もこどももみんなで 

進
。。

め いくんだね！ 

 
堺市
さ か い し

で大切
たいせ つ

にし いる 

キーワードだよ 

自分
じ ぶ ん

で学
まな

びを進
。。

める 

思
おも

いやる気
き

持
も

 を持
も

つ

すこやかに過
。

ごす 

 

学校
がっこう

をよがよくする 

「学
まな

びたい！」気
き

持
も

 を応
おう

援
えん

する 

こど  安心
あんしん

しも過
。

ごせるようにする 

安心
あんしん

しも学
まな

べる学校
がっこう

にする 

たくさんの人
ひと

で学校
がっこう

を支
ささ

える 

地域
ち い き

のみんなでこど を支
ささ

える 

 

 

やる気
き

いっぱいで教
おし

える力
ちから

り 

思
おも

いやが ある先生
せんせい

 
こど の未来

み ら い

をつくる学校
が っ こ う

 
それぞれの世界

せ か い

へはばたく 

‟堺
さかい

っ子
こ

“ 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：教育
きょういく

理念
り ね ん

・めし。教育像
き ょ うい くぞう

・基本的
き ほ ん  き

方向性
ほ う こ う せ い

1～3 

 1 方向性
ほ う こ う せ い

  2 方向性
ほ う こ う せ い

  3 方向性
ほ う こ う せ い
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だれのためのプランなの？ 

このプランは こどものみなさんのためのもので。だ学校
が っ こ う

はや家
いえ

はなどで どんなことを どのように だれと一緒
い っ し ょ

に学
まな

ぶのかなど みなさんと みなさんの周
まわ

りにいる。る の大人
お と な

に向
む

け 作
つ く

りましただ 

 

どうやっも作
つ く

ったの？ 

このプランは みなさんの未来
み ら い

がより良
よ

くなるように たくさんの大人
お と な

が集
あつ

まっ 話
はな

し合
あ

っ 作
つ く

りましただ 

はまた 先生
せんせい

や 中学校
ちゅうがっこう

生徒会
せ い と か い

の代表
だいひょう

 小学校
しょうがっこう

のみなさんからの意見
い け ん

もお聞
き

きしましただ 

 

 

 

 

  

 

小学校
し ょ うが っ こ う

での出前
で ま え

授業
じゅぎょう

の 1 コマで。だ 

みなさんからたくさん意見
い け ん

がでましただ 

先生
せんせい

や教育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

の職員
しょくいん

が集
あつ

まっ   

これからの堺市
さ か い し

の教育
きょういく

につい 話
はな

し合
あ

いましただ 

 

 
初
は じ

め  こども版
ばん

を作
つ く

ったん

だっ ！ 
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今
いま

の社会
し ゃ かい

ではどんなこり 起
お

きもいるの？ひ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

こどもの数
かず

が少
。 く

なくなり  

お年
と し

寄
よ

りの方
かた

が増
ふ

え いま。だ 

地域
ち い き

の中
なか

のつながりが 

薄
う 。

れ き いま。だ 

いろんな考
かんが

え方
かた

の人
ひ と

といっしょに学
まな

ん

だり 仕事
し ご と

をしたり。ることが増
ふ

え い

ま。だ 

 

パソコンやインターネットがたくさん

使
つか

われ いま。だ 

学校
が っ こ う

はでも タブレットを使
つか

はった授業
じゅぎょう

が増
ふ

え いま。だ 

いじめや不登校
ふ と う こ う

はな どの課題
か だ い

は まだまだ解決
かいけつ

の途中
と ち ゅ う

で。だ 

みんなが仲良
な か よ

く幸
しあわ

せに元気
げ ん き

に生
い

き 

いくことを大切
たいせつ

にし いま。だ 
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堺市
さ か い し

の教育
きょういく

で大切
たいせつ

にしもいるこり 

教育
きょういく

理念
り ね ん

「とりづくが・まなび・ゆめ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ◆は自分
じ ぶ ん

で選
え ら

んだり決
き

めたり。ること 

◆は学
ま な

た続
つ づ

けること 

◆はみんなと協力
きょうりょく

。ること 

◆は自分
じ ぶ ん

の生活
せ い か つ

でも生
い

か。こと 

とりづくが 
 ～ゆたかな心

こころ

を育
そ だ

もよう～ 

まなび 
 ～しっかが学

まな

ぶ力
ちから

を 

身
み

につけよう～ 

ゆめ 

～ゆめを育
そ だ

もよう～ 

◆は自分
じ ぶ ん

の良
よ

いところを生
い

か。こと 

◆はゆめに向
む

かっ 楽
た の

しく前向
ま え む

きに。。むこと 

◆は学校
が っ こ う

や家庭
か  い

 地域
ち い き

の人
ひ と

たちが協力
きょうりょく

。ること 

◆は堺市
さ か い し

の歴史
れ き し

や文化
ぶ ん か

を大切
たいせつ

に。ること 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：教育
きょういく

理念
り ね ん

 

◆は自分
じ ぶ ん

のよさを大事
だ い じ

に。ること 

◆は他
ほか

の人
ひ と

の気持
き も

ちを分
わ

かろうと。ること 

◆は自分
じ ぶ ん

も友
と も

だちも大切
た い せ つ

に思
お も

えること 

◆はいろんなことを自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えること 
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こんな学校
が っ こ う

や先生
せんせい

をめざします 

 

 

 

 

  

やる気
き

いっぱいで教
お し

える力
ちから

り思
おも

いやが ある先生
せんせい

 

 
どんなことを。るのかは 次

つ ぎ

のページに

書
か

い いるよだ 

◆はゆめりやる気
き

を持
も

  こど り一緒
い っ し ょ

に成長
せいちょう

。ること

ができる先生
せんせい

 

◆はこどもや学
が っ

校
こ う

はのためにずっり学
まな

ひび続
つづ

ひける 授業
じ ゅ ぎ ょ う

ひ 

魅力的
み り ょ く  き

で、相談
そ う だ ん

に乗
の

っもくれる先生
せ ん せ い

 

◆はこどもの安全
あ ん ぜ ん

り安心
あ ん し ん

を守
ま も

るこり できる先生
せ ん せ い

 

 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：めし。学校像
が っ こ う ぞ う

・めし。教職員像
きょうしょくいんぞう

 

こど の未来
み ら い

をつくる学校
が っ こ う

 

◆はこどもたちが自分
じ ぶ ん

で学
まな

び続
つづ

け みんなり協力
きょうりょく

でき

る力
ちから

を育
そ だ

 る学校
が っ こ う

 

◆は一人
ひ と り

ひとりがの  い 大切
たいせつ

ひにされる こどもが

安心
あ ん し ん

しも自分
じ ぶ ん

らしくいられる学校
が っ こ う

 

◆は先生
せ ん せ い

たちがいろんな人
ひ と

と協力
きょうりょく

できる みんなで助
た 。

け合
あ

える学校
が っ こ う
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学校
が っ こ う

や先生
せんせい

 するこり 

① 学校
が っ こ う

をよがよくする 

みなさんがしっかりと学
まな

た 。こやかに成長
せいちょう

できるように 先生
せんせい

たちも学
まな

た続
つづ

け みなさんと一緒
い っ し ょ

に成長
せいちょう

しま。だまた 先生
せんせい

たちが 安心
あんしん

し 働
はたら

けるより良
よ

い学校
が っ こ う

をみんなで作
つ く

りま。だ 

 

② 「学
まな

びたい！」気持
き も

 を応援
お う えん

する 

みなさんの中
なか

はには学習
がくしゅう

はで困
こ ま

はっ いることや悩
なや

はんでいる人
ひ と

はがいるかもしれませんだみなさん

の「学
まな

はたたい！」という気持
き も

はちを応援
お う えん

はし 一人
ひ と り

はひとりの困
こ ま

はりごとや悩
なや

はみごとに寄
よ

はり添
そ

はっ  しっ

かり学
まな

ぶことができる環境
かんきょう

を作
つ く

りま。だ 

 

③ こど  安心
あんしん

しも過
。

ごせるようにする 

みなさんの声
こ え

はを大切
たいせつ

はにし 相談
そ う だ ん

はできるような場所
ば し ょ

はを作
つ く

はるなど みなさんが安心
あんしん

はし 過
。

はごせる

学校
が っ こ う

になるよう 先生
せんせい

たちも取
と

り組
く

み みなさんを守
ま も

りま。だ 

 
いろんな人

ひ と

と力
ちから

を合
あ

わせ 進
。。

め いき

ま。！ 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：基本的
き ほ ん  き

方向性
ほ う こ う せ い

2 
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教育
きょういく

委員会
い い ん か い

や周
まわ

がの大人
お と な

 するこり 

① 安心
あんしん

しも学
まな

べる学校
が っ こ う

にする 

みなさんが毎日
まいにち

 楽
たの

しく学
まな

んだり学校
が っ こ う

で安心
あんしん

し 過
。

ごしたりできるように 学校
が っ こ う

の古
ふる

くなっ 

きたところを直
なお

したり 体育館
た いい く かん

にエアコンをつけたり インターネットなどの準備
じ ゅ ん た

をしたりしま。だ 

② たくさんの人
ひ と

で学校
が っ こ う

を支
さ さ

える 

先生
せんせい

はたちや みなさんの家
いえ

はの人
ひ と

はや地域
ち い き

はの人
ひ と

は 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

はや市
し

役所
や く し ょ

はの人
ひ と

は いろんなことに詳
く わ

はしい

専門家
せ ん も ん か

など たくさんの人
ひ と

がつながっ  みなさんや学校
が っ こ う

を支
さ さ

えま。だ 

③ 地域
ち い き

のみんなでこど を支
さ さ

える 

学校
が っ こ う

や教育
きょういく

委員会
い い ん か い

の人
ひ と

 身近
み ぢ か

な人
ひ と

など みなさんの周
まわ

りの。る の人
ひ と

が協力
きょうりょく

し   

みなさんがずっと学
まな

はた続
つづ

はけられるように応援
お う えん

はしま。だたとえば 放課後
ほ う か ご

はに過
。

はごせる場所
ば し ょ

を考
かんが

はえたり いつでもどこからでも図
と

書
し ょ

館
かん

はの本
ほん

はを読
よ

はめるようにしたりしま。だ図
と

書
し ょ

館
かん

はを

居心地
い ご こ ち

の良
よ

い 行
い

きたくなる場所
ば し ょ

になるよう より良
よ

くしま。だ 

 

 

学校
が っ こ う

や先生
せんせい

だけでなく 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

やみなさんの周
ま わ

りの大人
お と な

の人
ひ と

 みんな

で力
ちから

を合
あ

わせま。！ 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：基本的
き ほ ん  き

方向性
ほ う こ う せ い

3 
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大人
お と な

 考
かんが

えもいるこり 

それぞれの世界
せ か い

へはばたく‟堺
さかい

っ子
こ

“ 

◆はお互
たが

いの気持
き も

ちを考
かんが

えながら みんなと力
ちから

を合
あ

わせたり 助
た。

け合
あ

ったりできるこども 

◆は堺
さかい

のことが大好
だ い 。

きで 自分
じ ぶ ん

の国
く に

だけではなく いろんな国
く に

の文化
ぶ ん か

や考
かんが

え方
かた

も大切
たいせつ

にできるこども 

◆は学
まな

た続
つづ

け 未来
み ら い

を切
き

り拓
ひ ら

き 社会
し ゃ かい

のことを考
かんが

え 行動
こ う ど う

できるこども 

 

① 自分
じ ぶ ん

で学
まな

びを進
。。

める 

知
し

はりたいことや興味
きょうみ

はのあることを見
み

はつけ  自分
じ ぶ ん

はで「どうしたらいいかな」」と考
かんが

はえ 「これをやっ みよう！」と

挑戦
ちょうせん

。る力
ちから

 上手
じょうず

にタブレットなどを使
つか

っ 学
まな

ぶ力
ちから

を身
み

につけるだ 

 

② 思
おも

いやる気持
き も

 を持
も

つ 

自分
じ ぶ ん

はのいいところを見
み

はつけ 自信
じ し ん

はを持
も

はち 他
ほか

はの人
ひと

はのいろいろな考
かんが

はえや文化
ぶ ん か

はを大
たい

切
せつ

はにし  自分
じ ぶ ん

はのことも

他
ほか

の人
ひと

のことも大切
たいせつ

に思
おも

い みんなで力
ちから

を合
あ

わせるだ 
 

③ すこやかに過
。

ごす 

みんなが食事
し ょ く じ

や運動
うんどう

につい きちんと学
まな

た 生
せい

活
かつ

リズムを整
ととの

え 。こやかに過
。

ご。だ 

 

みなさんはどんなことをしたいかなだ

たとえば 大人
お と な

の人
ひ と

たちは こんなこ

とを考
かんが

え いま。だ 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：めし。こども像
ぞ う

・基本的
き ほ ん  き

方向性
ほ う こ う せ い

1 
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これから計画
け い か く

を進
。。

めもいきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忘
わ 。

れずに進
。 。

めます！ 

3ひつのポイントを 

プラン本編
ほんぺん

との対応
た い お う

：基本的
き ほ ん  き

視点
し  ん

 

みんな 幸
しあわ

せに過
。

ごすこり（ウェルビーイング） 

こどもも先生
せんせい

も みなさんの家
いえ

の人
ひ と

も 近
ちか

くに住
。

んでいる人
ひ と

もみんなが 。こやかに 

幸
しあわ

せに過
。

ご。ことだ 

タブレットやパソコンを使
つか

っも学
まな

ぶこり、お仕事
し ご と

をするこり（教育
きょういく

D X
でぃーえっく。

） 

こどもも先生
せんせい

もタブレットなどを勉強
るんきょう

やお仕事
し ご と

に使
つか

っ  より良
よ

い学
まな

た方
かた

や 

お仕事
し ご と

の仕方
し か た

を考
かんが

えることだ 

近
ちか

くの学校
が っ こ う

同士
ど う し

で力
ちから

を合
あ

わせるこり（堺
さかい

 進
。。

める「新
あ ら

たな学校
が っ こ う

のあが方
かた

」） 

近
ちか

くの小学校
しょうがっこう

と中学校
ちゅうがっこう

をひとつのチームとし  一緒
い っ し ょ

に力
ちから

を合
あ

わせ 学
まな

んだり  

助
た。

け合
あ

ったり。ることだ 

 

 

 

 

１ 

2 

3 

みなさんは 

どうしもいきたいですか？ 

プランを読
よ

んで考
かんが

えたこりや思
おも

ったこりを書
か

いもみもくださいね。 



     

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは、一人
ひ と り

とりが 大切
たいせつ

な存在
そんしい

です。 

みなさんは、差別
さ る つ

されたが、いじわるをされたがするこりなく、幸
しあわ

せに生
い

きるこり できます。 

みなさんは、学校
が っ こ う

や地域
ち い き

のこりで気
き

になるこり あった時
と き

は、安心
あんしん

しも周
まわ

がの大人
お と な

に話
はな

しもいいんです。 

大人
お と な

は、みなさんを守
ま も

がます。 

第
だい

4期
き

未来
み ら い

をつくる堺
さかい

教育
きょういく

プラン 【こど 版
ばん

】   発行
はっこう

年月
ねんげつ

 令和
れい わ

8（2026）年
ねん

 2月
がつ

 

堺市
さかいし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じ む き ょ く

は総務部
そ う む ぶ

は教育
きょういく

政策
せいさく

課
か

  〒590-0078は  堺市
さ か い し

堺区
さ か い く

南瓦町
みなみかわらまち

3番
ば ん

1号
ご う

 TEL(072)228-7925 FAX(072)228-7890 

ホームページ https://www.city.sakai.lg.jp/  堺市配架資料番号
さかいしはいかしりょうばんごう

   1-K1-25-0216 

こど のみなさんへ 

みなさんは 大切
たいせつ

にされ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

に生
い

きることが約束
や く そ く

され いま。だ 

そし  自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを持
も

っ  学校
がっこう

や社会
しゃかい

をよが良
よ

くするために意見
い け ん

をするこり できるので。だ 

大人
お と な

はみなさんの意見
い け ん

をしっかが聴
き

いも考
かんが

えま。だ 

もし困
こま

った時
とき

は近
ちか

くの大人
お と な

の人
ひと

に伝
つた

え くださいだ 

大人
お と な

が力
ちから

を合
あ

わせ  みなさんを支
ささ

え 約束
や く そ く

を守
まも

りま。だ一緒
いっしょ

に考
かんが

え、り に学
まな

んでいきましょうだ 



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）の修正内容について

修正箇所 ページ 修正前 修正後

第2章
本市の教育を取
り巻く現状（4）

14

図12 不登校児童数の推移/不登校生徒数の推移

不登校児童数

不登校生徒数

図12  不登校児童数の推移/不登校生徒数の推移

不登校児童生徒数（小学校）

不登校児童生徒数（中学校）

第2章
「第3期未来をつ
くる堺教育プラ
ン」の総括
基本的方向性4

23

図31 家庭の教育力 図32地域の教育力

【教員】 【教員】

【保護者】 【保護者】

図31 家庭の教育力 図32地域の教育力

【保護者】 【保護者】

【教員】 【教員】

第3章
基本的視点
教育DX

35
学校園の校務・教務にICTを活用することで、効率化

が進み、教職員が働きやすい環境につながります。

学校園の校務・教務にICTを活用することで、効率化が進み、教職員が

児童生徒と向き合う時間が増えるなど、働きやすく「働きがい」のある環

境につながります。

用語解説 91 記載なし

研修観の転換 従来の「講師の講話を聞き、正しい知識を身につけるこ

とを中心とした研修」から、「研修に参加する教職員自身が教育実践を

振り返り、他者との対話を通して新たな気付きや学びを得ていくことを重

視する研修」へと転換を図ること。

本編 【パブリックコメントによる修正】



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）の修正内容について

修正箇所 ページ 修正前 修正後

第2章
プラン策定の
コンセプト

27 こどもへの意見聴取 こどもの参画

第3章
基本的視点
教育DX

35 学校群の仕組みを活用した遠隔交流学習 同じ中学校区にある学校への学習成果発表

第3章
基本施策1
確かな学び

44 高等学校教育の推進 高等学校教育の充実

第3章
基本施策4
学校マネジメント力

54 不祥事の未然防止対策の徹底 不祥事の未然防止策の徹底

第3章
基本施策8
学校を支える支援
体制

66

◆小学校給食費の無償化

～小学校及び支援学校小学部の給食費無償化

を段階的に実施します。

◆小学校給食費の無償化

～小学校及び支援学校小学部の給食費無償化を実施します。

本編 【その他 数値更新、より分かりやすく適切な表現や文言への修正等】



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）の修正内容について

修正箇所 ページ 修正前 修正後

資料編 79
資料編

1 用語解説

資料編

1 懇話会について

2 ワーキンググループの取組について

3 こどもの意見について

4 パブリックコメントの結果

5 用語解説

資料編
用語解説
スペシャルサポート
ルーム

93

「校内教育支援センター、校内教育支援教室、

校内適応指導教室等と呼ばれる自身のクラスに

入ることが難しい児童生徒を支援するための特別

な教室（保健室は除く）のこと。」

「校内教育支援教室等と呼ばれる自身のクラス以外で過ごしたいと思う

児童生徒を支援するための特別な教室（保健室は除く）等のこと」

◆上記以外に、文言等の軽微な修正を行ったほか、表紙デザイン・挿絵を追加しました。

本編 【その他 数値更新、より分かりやすく適切な表現や文言への修正等】



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・未作成（仮置き）
・表紙デザインの作成

・本編と概要版へのリンクのQRコードを記載（予定）

表紙



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「第4期未来をつくる堺教育プラン」で伝えたいこと

・全体の体系図

・P.3に移動

・修正前P.3の上部、「なぜプランを作ったの？」を記載

表記のゆれを調整、より伝わりやすい文言へ修正

・こども基本法の観点から、「こどもの意見表明」についての文言を追記

P.2



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「なぜプランを作ったの？」

・「だれのためのプランなの？」

・「なぜプランを作ったの？」をP.2へ移動

・「だれのためのプランなの？」をP.4へ移動

・修正前P.2に記載していた全体の体系図を記載、 デザインの修正

より適切に伝わるように文言の修正

・プラン本編の対応箇所の追記

P.3



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「今の社会で起きていることって何？」

・「今の社会で起きていることって何？」をP.5へ移動

・修正前P.3に記載していた「だれのためのプランなの？」を記載

文言の修正

・修正前P.5に記載していた「どうやって作ったの？」を記載

写真の追加、より取組の意図が伝わるように文言の追記・微修正（「みなさ

んの未来がより良くなるように」等）

P.4



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「どうやって作ったの？」

・「どうやって作ったの？」をP.4へ移動

・修正前P.4に記載していた「今の社会で起きていることって何？」を記載

文言の修正（今の社会ではどんなことが起きているの？）

P.5



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

「ひとづくり」 ４つめの項目（未記載）

「まなび」 自分で選んだり決めたりできること

「ゆめ」 堺市の大切な歴史や文化について学ぶこと

・よりわかりやすく、伝わるように文言の調整

「ひとづくり」の項目に4つめを追記（いろんなことを自分で考えること）

「まなび」 自分で選んだり決めたりすること

「ゆめ」 堺市の歴史や文化を大切にすること

・プラン本編の対応箇所の追記

P.6



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「こんな こども・学校・先生をめざします!」

・「めざすこども」

・「めざす学校」

・「めざす先生」

・「こんな学校や先生をめざします」（「こども」を削除）

・「めざすこども」の内容をP.10へ移動

・「めざす学校」

「めざす学校」の文言の削除、デザインの修正

・「めざす先生」

「めざす先生」の文言の削除、デザインの修正

・プラン本編の対応箇所の追記

P.7



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「3つのポイントを忘れずに進めます！」

・「3つのポイントを忘れずに進めます！」をP.11へ移動

・修正前P.10に記載していた「先生や学校が努力すること」を、「学校や先

生がすること」として記載

表記のゆれを調整、より伝わりやすい文言へ修正、イラストの変更

・プラン本編の対応箇所の追記

P.8



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「こどもが努力すること」

・「こどもが努力すること」をP.10へ移動

・修正前P.11に記載していた「教育委員会や周りの大人の人たちが努力

すること」を、「教育委員会や周りの大人がすること」として記載

表記のゆれを調整、より伝わりやすい文言へ修正

・プラン本編の対応箇所の追記

P.9



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「先生や学校が努力すること」

・「先生や学校が努力すること」をP.8へ移動

・修正前P.7に記載していた「めざすこども」を「大人が考えていること」として

記載。

・P9に記載していた「こどもが努力すること」を記載（タイトルは削除）

表記のゆれを調整、より伝わりやすい文言へ修正、イラストの変更

・プラン本編の対応箇所の追記

P.10



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・「教育委員会や周りの大人の人たちが努力すること」

・「教育委員会や周りの大人の人たちが努力すること」をP.9へ移動

・修正前P.8に記載していた「3つのポイントを忘れずに進めます！」を「これ

から計画を進めていきます」として記載。

表記のゆれを調整、より伝わりやすい文言へ修正、イラストの変更

・感想や考えを書く欄を追記

・プラン本編の対応箇所の追記

P.11



第4期未来をつくる堺教育プラン（案）こども版の修正内容について

修正前 修正後

・奥付
・「こどものみなさんへ」として、こどもの人権の観点からのメッセージを追記

・奥付に「【こども版】」を追記

P.12（背表紙）


